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1 .はじめに
近年，環境への関心が高まってきているが，それだけで安心することは早計である。環境への関心が
保全行動に結びつかなければ意味がない。本稿では，流域に関する関心事調査(注1)の結果を使用して， r環
境への関心Jと「保全行動への意向J・「住民属性」との関係を調べる。
2. 回帰分析
第一に，保全行動への意向を目的変数，環境への関心を説明変数として，回帰分析を行う。保全行動
への意向では，森林整備や緑化活動の資金協力(森)，水辺の美化活動(川や湖)，環境への関心では，
渇水の軽減(森)，水質の浄化(森)，植物や動物の棲みか(森)，植物や動物の棲みか(川や湖)を取
り上げる(注2)。
回帰分析の結果を表 1に示す。いずれの組み合わせでも aは正であり，環境への関心が高いほど，
保全行動への意向が高いことがわかる。
表 1 回帰分析の結果 y=ax+b 
Y'Xの組合せ 目的変数 ・保全行動への意向(y) 説明変数・環境への関心(x) a b 
① 森林整備や緑化活動への資金協力(森) 渇水の軽減(森) 0.35" 1.27事事
② 森林整備や緑化活動への資金協力(森) 水質の浄化(森) 0.40・ 1.00.. 
③ 森林整備や縁化活動への資金協力(森) 植物や動物の棲みか(森) 0.40*. 1.05場事
@ 水辺の美化活動 ()Iや湖) 植物や動物の棲みか()1や湖) 0.34・ 1.50・*
*pく0.05，..pく0.01
3. 定数項ダミー・係数ダミーを用いた重回帰分析(1)
第二に，住民属性の影響を調べる。「環境への関心(x)斗保全行動への意向(Y)Jへの住民属性 (0) の
効き方には，次の三種類が考えられる。図 1のように係数に効くとき， 図2のように定数項に効くとき，
さらに， 図3のように係数と定数項の両方に効くときである。住民属性では， (現在の住まいの近くの)
森の有無 (0=なし ・1=あり)，年齢 (0=60歳未満 ・1=60歳以上)，世帯の年収 (0=300万円未満 ・1=300
万円以上)を取り上げる(注3)。
次の式で回帰分析を行う。ここで， a2のp値が 0.05未満であれば，住民属性が「係数Jに， b2のp値
が0.05未満であれば「定数項」に効いていることがわかる。
y=(al+a20)x+(bl+b20) 
y:保全行動への意向 x 環境への関心， 0:住民属性 (0，1のダミー変数)
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) が 大 き
く な る こ と が わ か る 。 年 齢 は ，
Y 'X の 組 合 せ ④ で ， 定 数 項 に 効
い て お り ， 年 齢 が 高 い と 定 数 項
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4 . お わ り に
②  
年 齢
③  
年 齢
④  
年 齢
①  
世 帯 の 年 収
②  
世 帯 の 年 収
③  世 帯 の 年 収
④  
世 帯 の 年 収
0.39 ホキ
訴 訟 O.似
0.4 0** m ・0.01
0.29** 
4 泌 さ
0.4 2** 
幼 -0:1 3
0.4 8*市
咋J本
-0.13 
0.53*本
-0.25~ 
0 .3 9** 
"0.06 
1. 09** 
-()t2 8  
1. 09** 
議 -0.0 6
か
1. 7 2 ホ*
0.87** 
o か ;
0 .57事
0.4 9  
1 ，， 'J.07** I  
1. 23事 本
0 .4 2  
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住 民 属 性 は ， 係 数 に 効 く と き と 定 数 項 に 効 く と き が あ る こ と な ど が 確 認 で き た 。 今 後 は ， よ り 高 度 な
分 析 を 行 い な が ら ， 細 か な 因 果 関 係 に つ い て 考 察 を 重 ね て ， 保 全 行 動 へ の 具 体 的 な 提 案 を 行 い た い 。
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(注 1)2005 年1O~11 月に総合地球環境学研究所・ 5-2IDEA プロジェクトが実施。調査対象は，層化 2 段無作為抽出法で
選ばれた日本全国の満 20~79 歳の男女。調査方法は，訪問調査員による個別面接調査。有効回収数は 886 (回収率 49.2%) 。
(注 2) 保 全 行 動 へ の 意 向 は ぜ ひ 参 加 し て み た し リ 「 機 会 が あ れ ば 参 加 し て み た し 、 J rあ ま り 参 加 し て み た い と 思 わ な い 」
「 ま っ た く 参 加 し て み た い と 思 わ な し 、 」 の 4 件 法 ， 環 境 へ の 関 心 は と て も 関 心 が あ る J rす こ し 関 心 が あ る J rあ ま り
関 心 が な し 、 J rま っ た く 関 心 が な し 、 」 の 4 件 法 。 い ず れ も 意 向 や 関 心 が 高 い 方 か ら ， 4 ，  3 ，  2 ， の 得 点 を 与 え た 。
(注 3) 年 齢 は 数 値 だ が ， 60 歳 未 満 と 60 歳 以 上 の カ テ ゴ リ ー で ， ダ ミ ー 変 数 に 変 換 し た 。
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